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庄内地方に於ける局地気象の研究 (第 1報)

南部山麓地域の風と気温の変動に就いて

濁根田栄四郎本

Eishiro HANEDA Studies on the Local Met巴orologyin Shonai (1) 

On the Variation of ¥Vind Direction and Air-tempera七urein the Southern 

Mountain-foot District. 

(1) 緒 言

局地気象は地形に影響され，之が作物栽培とに大なる影響を与えているものと考えられ

る.また，病虫害訪除の立場から野付氏等は平野，山脚等の局地地形気象の研究の重要性

を指摘している.

筆者は1951年 7月以来山露地帯の作物栽培投稿と病虫害防除技術の向上に資する目的で，

病虫害頻発地の庄内南部の山麓地帯。局地気象に就いて調査中であるが，とりあえ十今年

度調査の結果をまとめて拾に第 i報として発表し，以て諸賢の御教示を仰ぐとととした

IAi本調査は山形燃綜合開発委員会からの研究費に依つてなされたもので，種k 御支援下

さった，本学部長石川武彦先生並びに御指導を載いた山形鯨気象災害対策本部副部長小笠

原和夫先生，調査に御協力を戴いた黄金村村長高山傭，同村本間岩治，佐藤安右衛門，庄

内地方各中学校気象担当教官，浜中砂防事務所員諸氏に対し記して感謝の意を表するもの

である.亦本報告の発表に際し，御校閲下さった本学の長井政太郎教授並Fぴに佐谷紀起教

授に深謝する次第であるー

(2) 調査地及び調査方法

調査は日本海に面し?と山形鯨庄内千野に於いて行われ，その地勢は第1図の如く，西に

は最高標高 64mの砂丘帯と之に連らなる温海嶺，金峰山，母狩山等の連山よりなる南部

山系と，東には月山，鳥海山等の出羽丘陵とがあり，.zp.野部の中央を赤川，最上川の二大

河川が流れ，赤川は上流に到って大鳥，党字の二大渓谷となり，最上川は東に走って‘清川

渓谷となって居る.

市して本調査地となった庄内平野南部地帯は，金峰山，母狩山の一連の山系と，出羽丘

陵の山麓とによって狭窄されて漏斗nたをなしているー
かかる地勢に1ないて山麓気象の調杢地点として金峰山麓の寿 (No.4¥ 母狩山麓の谷定

(No.3)，を選び地物の影響の少ない場所に観測施設をなし， 1951年 7月より 9月まで毎日

10時定時観測をした.

対照地として平野部の鶴岡 (No.7)，藤島(No.8)と海岸地帯の酒田 (No.13)とを選んだ.

叉更に地形的影響による気温と風向を明かにするために当期間中の8月813， 22日 9

月10日， 29日の特定日を選ぴ，各中学校教官及び浜中砂防事務所員の協力を得て庄内2f野

傘農学部農学科気象学研究室 (~:feteorological Laboratory. Faculty of AgricuHure) 
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の殆んど全域に於いて， 気温，風向の日中同時毎時観測を友し， 特に気温変動の安定する13

-14時に 5分間毎気温観測を3;::欠に亙って行い，短時間内む気温変動に就いても調査した・

第 1図 調査 地略 図
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(3) 調査結果及び考察

1)平野音/5CD風に就いて
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の2ヶ年資料に

庄内地方に於ける局地気象の研究(第 1 報ト-~桜田

先づ庄内卒野部の稲作期間中 (δ-9月)の風向を本学部(鶴岡 No.7)

依ってみると第1表の如くである.

第 1表庄内卒野に於げる風向頻度

NトNEINE IEベE阿部|吋s
4 1 3 ! 5 | l ラ 4~ 1 d 51! 181 

71 25i 60! 321 31i 
27! 6; 181 411 171 41 7: 
4: 3! 71 271 14! 6i 8: 
15; 51 61 191 361 41 11 ~ 4 

l' 21 71261501引ヲ7i26
60: 22[刊同 217[115i内

I3Pち稲作期聞を通じて， 2h，Gh の朝方は E~SE 風が多 く 10h に幾分北偏 し， ENE， 

NN¥V風が多くなり，日中の 14hには W ，;.."NW風が最も多く，夕刻18hにも略k同風向

でるるが， E風に輔向し始め，22hには朝方と同様に E-SE風が多くなる傾向がある.

向各時刻別の平均風向tanAを気象常用表によって計算した結果も前速の如くである.

従って平野部では夜間は偏東風となり，日中は偏西風が卓越し，海陸風の発達するとと

が知られ， 10h， 18h頃が両風の交代時刻にな・るものと考えられる.

次にf野北部の海岸近い酒田(:No.13)と卒野部中央の鶴岡 (No.7)に於ける夜間の陸風

継続時間及びその聞の微風 (10分間卒均風速く1.0rri/s)の継続時聞に就いて干酎乍期間中の

海陸風の発達した臼を選んで調査した結果は第2表， 第3表の如くである.

陸風継続時聞は海岸近くで13-16時間位，平野部中央では11-14時間位となり，

海岸に於ける陸風継続時間頻度
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卒野部，海岸に於ける微風継続時間頻度第 3表

I 10-11 1ル 13I計8-9 

時間

2，..... 3 2 3 一 一 言

4-5 2 3 一 一 ラ

6-7 3 一
8-9 3 3 一 一 一 7 
10-11 3 7 6 5. 一 一 22 
12-13 6 12 2 2 2 2ヲ
14-15 2 6 F 9 2 3 27 
16-17 4 2 11 

計 20 41 17 16 6 7 108 
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平野部中央よりも海岸近くで陸風の吹走時聞が長く たる傾向がるる. 又此の間の微風継続

時聞は海岸近くで 2-5時聞に対して， 平野部中央で12-14時間位となり，平野部中央が

長時間に亙るととが認占うられる.
Z f h¥1 

向ほ此の風速は両地とも地上約11mに於けるもので，接地気居の減衰を-z;-=hi;) 
によって計算すれば，接地気麿では殆んど無風;伏態となり，平野部中央が長時間に及び結

露し易いIl犬態となるととが認められる.

夏期に於ける微風は作物の生育にとって有利であると言われるが夜間に於いて風速が弱

い場合には応k露や霧が発生し易く，斯る環境は作物の生育に不利たばかりでなく，更に

或種の病菌の発芽に好係件となるととがあるので当地方の稲作期間中の夜間風速に就いて

海陸風の発達した目を選んで調査を進めた.

(4) 山麓に於ける風に就いて

山麓の寿 (No.4)と平野部中央の鶴岡 (No・7)との10時風向に就いて調査し'た結果は第

4表でるって風は地形に影響されるものであることがわかる，

風向別に両地の関係を見ると平野部がNE風D場合には山麓では各風向に分布し， 風向

変動が激しし一定風向が認められないが，平野部が ENE""E風の場合は山麓では山麓

市いに発散するSSE-S風となるととが多い.

叉平野部が wsw-w風の場合は山麓では風向変動が大きく，特に平野部が¥V風の場
合は NE風の場合と同様に山麓では各風向に分布するが，特に山麓沿いに渓谷に牧飲する

N-NNW風となる場合が多い傾向がある.

共の他の風向に対してはzp.野部と山麓では略k 同風向となる・

従って総括的に見るならば苧野部がE，W風の海陸風系が多いのに対して，山麓では，

渓谷f;¥'0の N.S風の山谷風系が多く地形的た発散段数風系となるととが多い.
ヨえに両地のzp.均風向 tauAを求めると夫k弐の如くとたる.

~p ち， 卒野部 N3503'W 山麓 N201'W と な り山麓では北に偏する ととが明かであ る・

従って当地に於いて並木植水稲栽培を施行する場合に1まいては当地の風向上から，また

第4表 山麓， 平野部に於ける風向頻度 (1951年 7-9月)
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庄内地方に於ける局地気象の研究(第1報)一一羽根回

日射上からも南北植が好t条件となるものと考え ら稲垣2)，大後3)氏等の調査に見る如く，

れる.

山麓，平野部p 海岸各地に於ける風向変動を更に詳細に検討するために特定日を選び，

4~欠に豆り日中毎時観測した結果は第 5 表及び第 2， 3， 4図の如くである.

i3Dち8月8日の第1失調査では海岸浜中 (No.ll)に於いて， WSW風平均風速 7.0mjs

であるが，平野部では稿k南偏し，平均風速 2.7mjsに衰え，山麓の谷定 (No.3)，熊出

(No.2)では更に南備しSW-sswのS寄の風となり， 風速の減少も著しく，山麓近傍で

は微風程度となる.

又，砂丘東山麓の西郷 (No.10)では風向変動激しく，風速は平野部より稿k弱くなった.

共に 8月22日は海岸近くの酒田(No.13)でE風となり卒均風速 6.3mjsで，ZjS-野部鶴岡

(No.7)では北備し， NE風となり，平均風速 3.0mjsに衰え，山麓では逆に南偏し SE..... 

S風となり，風速も弱くたった.

9月10日には海岸主風向 NWで，平均風速 5.2mjsであるが，平野部では西偏しW，....

WNW風となり，卒均風速 3.1mjsである.又山麓では北偏し山麓沿いに渓谷に牧飲する

如き風系となり，風速も 1.0mjst乞減少した.

第4失調査の9月29自には平野北部でSE風で， ZjS-野部中央では北偏しNE風となり，

山麓では NE-.;，N風向で，前回同様渓谷に牧散するととが認められた.

日中における風の変動に就いて(5) 

。

て

各地に於ける日中風向回数
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fi，J平野部の北部と中央部にて，その風系が発散する型を示すのは先に小笠原氏均 等によ

って調査された最上川渓谷よりの発散風に影響されるためであろう.

以上4~欠に瓦る調査によって庄内平野の局地的風系が更に明かにされたものと思われる.

I3Pち海岸が s-w風の場合は平野部でも略k同風向を示すが，山麓では山沿いに卒野
に発散するS寄の風となり，山麓近傍に小渦動が発生し易い.

叉海岸，.zp-野部でW-N風の場合は山麓では山沿いに渓谷に牧鍬するN寄の風とたる.

弐に E風の場合は平野北部では稿k南偏し， 南部では北偏するが，山麓ではN寄の牧欽

風となる場合と， s寄の発散風となる場合とがあとー
第 2図 8月8日の日中風向

/‘ ， 

• 

146 

従って前述した如く

平野部が東西風向の多

いのに対し，山麓では

南北風向が多く友るこ

とが認められる.

た沿図の風向表示法

は風向別区数をO.4mm

翠位として風向別に示

したものでるるー

4) 山麓の最高最低

気温に就いて

昼夜の変i温即ち目較
差が作物の生育に極め

て顕著な影響を与える

ものである事は既に盛

永5)，藤井町，林7}，反

回目)諸氏により研究さ

れて居るので，地形が

較差に対し如何に影響

するかを明にする震当

期間中の山麓，卒野部，

海岸に於ける最高最低

気温に就て調査した.

即ち平野部鶴岡(No.

7)の最高最低気温と各

地のそれの差の平均及

び標準偏差を求めると

第6表の如くであるー

先づ最高気温は卒野

部と海岸とでは大差放

し山麓では平均rc
位の高温となり，その

• 
e 

川.

f. 
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第4図 9月29日の日中風向

~ 

A 

A 

、
て7

との偏差が可成り大きく現われることが認められるが，之は卒野部の如何お:る気象ilk態に

於いて起り易いかを最高気温に就いて調査した.

即ち平野部に於ける最高気J置の出現時刻を自記寒暖計より求め，その時刻頃の平野部の

風向，風速とその日の日照時間とに依って， 平野部の最高気温と各地域のそれとの差。平

均及びそり頻度を調査したのが第7表で，之に依れば平野部との最高気温差は風速，日照

よりも風向による影響が大きくなる傾向がある

従って風向との関係に就いて述べると， 海岸では平野i部の風向が iVNW，....，N"，  ENEの
場合に平野部よりも最高気温が梢k高温となり，平野部がSE-¥VSW-Wの風向の場合

に逆に平野部より稿、k低温を示す傾向がある.
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庄内地方に於げる局地気象の研究(第1報)一一羽根回

次に山麓では平野部の風向がSE風む場合にのみ平野部より稿、k低温となり.他の風向

では.zp.野部より常に高温となる傾向が認められる.

然し之等の傾向は最高気温が各地とも同時刻頃に現われるものとしての場合であるので

今後更に詳細な調査を進め度いと思って居る.

第7表気象要素別手里子部とその他の地域との最高気温差卒均及びその出現頻度

時日照間 0-2.9 >7.0 

風速 <3.9 >4.0 <3~9 >4.0 <3.9 >4.0 
(8/m) 

風肉、、地域 山箆 |海岸 山麓 |海岸 山麓 |海岸 山麓 |海岸 山麓i海岸 山麓 |海岸
N 1 一
0.3 0.2 1.3 1.8 0.2 1.4 0.0 

NE -一 一 一
一 0.2 0.0 0.9 0.2 0.7 0.8 一 一

ENE 一 2 2 2 2 一 一 2 2 

一 1.5 0.3 1.8 '0.5 一 一 0.6 0.2 

e 

E 一 一 一0.5 0.2 一 一 一
SE F一一・ .---一

0.6 0.7 ~1.2 一1.41 0.0 

、VS、司「 3 3 2 7 7 
1.0 --1.7 1.1 ー1.9 -0.6 1.0 -0.9 、

、v ーヤ ，- 2 2 2 2 7 7 
1.5 -1.3 1.7 -1.5 1.0 -0.9 0.8 0.81 -1.2 

WNW J f 2 2 2 2 
1.81 .0.4 0.7 0.7 0.7 0.2 0.4 0.1 1.9 -0.2 

2 2 4 3 NW 5 1 5 1 1 4 3 
-0.61 0.4 1.5 0.6 0.2 0.2 0.71 1.1 0.2 

(6) 目中の気温に就いて

前述の如く最高気温は風向によって局地的に異るので，時間的気温変動を更に詳細にす

るために風向の異る日を選んで， 43えに互り日中毎時観測をなし，又気温変動の安定する

13h-14h ([)問5分間毎観測を関口氏9)と同様主主方法で行い短時間内の変動に就いても調

査した

調査結果は第8表及び第 5，6， 7図の如くである

先づ日中の卒均気温に就いては 8月8日海岸及び平野部が WSW風で，山麓がS風

向の場合には日照時聞の少ない高曇にもかかわらや地域的温度差は約 2.0.Cに達し，山麓

が最も高温となり海岸が最も低温となった.

又8月22日平野部がE風向で山麓がS風向の場合は晴天で日照ヂ多いにもかかむらす=各

地とも大差なく，山麓が梢k低温となる傾向がみられた.

ヨたに 9月108海岸及び平野部が NW-WNW風で， 山麓がN風向の場合は平野部と山

麓とでは大差主主く，海岸が柏、k高温を示した.

9月29日平野部が ENE風で，山麓が N風向の場合には海岸-と.zp.野部とでは大差がた

14S 
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く，'4山麓がrc:位四高温を示ιた.
以上43えに亙る調査に依って，平野部が W 風で，山麓がS、風向の場合及び、.Lf，野部がE

風~--a-'_J 山麓がN風向の場合n:日中平均気温瓦び:最高気温は日照時間に関係なし山麓部卒

野部と海岸よりも高温となることが認められ，且つ図から明かな如く山麓の時間的気温変

動も激し4おとるiととが認、おられる.

之等む傾向は前遮の最高気温と風向の関係で認、めた傾向を詳細に裏書している・i

倫図の@は山麓地帯， 0は平野部及び海岸の観測{直， NQ.は地点No.を示した・

第5図 8月8日の各地の日中気温変化
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三夫に気温変動が昆虫活動の消長と密接左足関係を有する事は既に 1J varQv (1928)， 加藤

(~940).. 幅島10)(;1 947)，氏等によって認められて居るのでy 局地的危気温袈動を更に詳細に

するために 3弐に互り気温変動の安定する 13h--14h([) 5分間毎観測位こよって調査し?と結

果は第9表の如くでるる.

即ち Z時閣2f均値では平野部の風向がSE，で，.山麓がS寄の風の場合は山麓では平野部

より低温となり，又平野部が W 風で，山麓がN風の場合は各地とも大差なし2f'野部が

E風で，山麓がN向の場合は山麓が可成り高温となった.之は前速の気温変動に就いて認

められた傾向と同様である.

又共の聞の気温変動は標準偏差からも明かな如し山麓に於いて激しし平野部の風向

1，50 
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がE寄で，山麓がS風

の場合と.Lf野部がW風

で，山麓がN風の場合

に大き《主主石f頃同lがあ

り，その問の較差も1-

3
0

C位ξな-'5..

然してとの較差は気

温低下の季節と共に減

少し，従って夏期に於

いて最も大 き《、伝っ

た.

上述の如く最高気

温，野中2ft'均気温及気

温変動は風向によって

彰響されるととが犬き -

く之は地形加!:，kウで金 ‘

デる Turhlenceによる

もD と考えられる.

(7)摘要

今後の作物栽培伎術

。向上と病虫害徹底防 2JJ・乙

除を期するには局地気

象の調査が霊安ヤあっ

て， 筆者は由形牒庄内 ι ，Ii 

平野の山麓地帯に於け

る局地地形気象に就い

て1951年より農業気象

7 

V 

W". 

/h' 
r 

学的に研究を進めつつ

るり，当地の風及び気

温の特性に就いて大要

次の結果を得た.
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第6，図 望月IQ自の各地の日中気温変化
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第9表各地の5分間測定平均及び標準偏差

[地域 |卒野部 !! 山麓地帯
調査日 |一一一一一一! J 1一一一一ー l l地点 |鶴岡 |常万 |谷定 |山添|斎 | 寿
I;l!> .m I (No. 7) I fNo.12) ，(No. 3) I (No. 5) I (No. 6) I (No. 4) 

33.5 
11 

32.2 32.3 31.4 

標較準備業差 | 0.57 1.00 0.35 o.凸7
1.8 3.1 1.3 3.1 

卒標較準偏均差差
23.3 23.5 23.6 23.ラ 23.4 24.0 
0.20 0.20 0.75 O.ララ 0.48 0.36 
o.ラ 0.7 1.3 1.2 1.7 1.0 

9.29 { 標平較準偏均差差 ! l 
20.9 20.7 22.1 21.8 21.9 21.9 
0.25 0.15 0.41 0.18 0.53 0.29 
0.8 05 1.3 0.7 2.0 0.9 

た日の陸風吹走時聞は千野部中央よりも海岸近くに於いて長時間に及び，その問の無風時

聞は卒野部中央が長時間に及ぶ.

2)平野部では海陸風系が多く南部山麓では山谷風系となるととが多い.

3)山麓地帯では平野部及び海岸よりも最高気温が高く，逆に最低気温は低くなる.

又山麓と平野部との最高最低気温には次の関係式を求め得た

最高気温に就いては Y=O.9709玄1.01788

但し Y:山麓地帯 (寿 No.4) .Lf均誤差土0.64

X:卒野部(鶴岡 No.7) 

最低気温に就いては Y=ー1.682+1.025玄

平均誤差:t0.72

4) 山麓の気温は風向と密接な関係があるととが認められる.

即ち千野部が W 風でて，山麓がS風む場合と，卒野部がE風で，山麓がN風の場合には

最高気温及び日中平均気温は山麓地帯が平野部より高温と主主り気温変動も激しい.
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庄内地方に於ける局地気象の研究(第1報トー羽根回

Summary 

This repor七hasa purpose to describe the local climate of the Shonai plain in Yamagata 

Prefecture. 

The spots for investigation were fixed at the mountain foot of Akagawa glen that 

is open to NOI古h.

1) whenever th巴 land-and sea-wind develops，ぬeblow-time of色;hethe landbreeze 

on t~e seashore is longer than onぬeplain. 
2) Even whenぬemountaiii--aiid valley-winJ of N. or S. develope at tbe mountain 
foot， dominate land-and sea-wind of E. or W. in the plain. 
3) The maximum temperature a七色hemOllntain foot is higher than that of the plain 

or the seashore， and the minimum .temperaむureis lower than the plain or the seashore. 
On the ma玄imumor minimum飴mperatureduring July-September， there exists such 
relation as fo1l6wing， be七weerithe plaiIi (X) and the mountaiIl foot (Y.) 
Max. T. Y =0.1909Xl.OI788 mean error ::t:0.64 

Min. T. Y =-1.682+1.025玄 meanerror士0.72
4) The temperature atぬemoun七ainfoot is strictly influencef1 by the winddirection. 

Whenぬewind is west in the plain and South at the mountain foot， or East in the 
. plain and N orth atぬemountain foot，七hemean and maximum temperature in daytime 

a色theinountain foot is higher than those iri tbe plain or oIl the seashore; and those 

temperatures variate most largely. 

1関
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